



































いた。953 年に A. モジョリチは、中央ヨーロッパ、
カルパチア平原発見の鑣について論文を著したが、そ
こではこの型式の鑣がハルシュタット時代のものとし




















































３号墓から 4 点の角製鑣が出土した（図 3）（北京市
文物管理処　976， 図一八 -4）。鹿角製で方孔が 3 つ
開く。長さは９～ cm である。この墓からは、８字
形を２つ組み合わせた形の銜が 2 点出土して、鑣も、



































なった面に開けられる。長 3.3cm である。もう  点
は 284 号墓から出たもので、形はほぼ同じであるが、




















































































993、図二六 -9, 図版五 -4）、彭堡於家荘（寧夏文物
考古研究所　993，図版一七 -2）、彭堡撒門村（羅豊，












ら 2 点出土している。 点はソトニコヴォ Sotnikovo 
5 号墓から出土したもので（図 4）(Dikov 958, 
с .92； Tsybiktarov 998, Рис.70-3)、 墓 壙 の 西 壁、
被葬者の脚の辺りから発見された。もう１点はタプ
ハル Tapkhar 69 号墓から発掘されたものである（図
























れている（200 年 5 月）。カラスク文化の後期とさ
れるカーメンヌイ・ロク Kamennyi logⅠ遺跡におい
て、M.P. グリャズノフが発掘したものである（L. マ





られる鑣（図 7、8）（Matyushchenko, Igol'nikova 
969, Рис. 5-7; Chlenova 994, с .45, Рис.4-0, ）
が出土したが、同じ層位から、３孔が同じ面に開けら
れる鑣（図 38）（Matyushchenko, Igol'nikova 969, 
Рис. 5-6, 8: Chlenova 994,  с .45, Рис.4-2, 3）も
出土した。またボリショイ・ロク Bol’shoi log 集落址
では、２つの異なった面に３つの孔が開けられ、補
























のものがあった。報告した V. I. スプリシェフスキー
は、フルートのような楽器かと考えたが (Sprishevskii 
958, с .92, Рис.27)、　A. I. テレノシュキンは後に
それらを調査して、鑣だと述べている（図 2、22）








㎝ほどの破片である（図 23）（Zadneprovskii 962, с . 
35, рис.5）。なおダリヴェルジンからは、同じ方向の
３孔をもつ青銅製の鑣を鋳造するための石製鋳型も発


























その 2 号墳 8 号墓で、この形式の鑣が出土している。
この墓では人骨と、それに伴って金・銀・銅の合金で
できた耳飾り、ヴォルヴォルカと呼ばれる銅製の円錐
形製品、そして骨製の鑣が 2 点発見された（図 26）










　最近 S. B. ヴァリチャクは、東ヨーロッパ南部の前
１千年紀前葉の馬具について述べた著作を刊行した
が、その中で彼は、この種の鑣をスボトヴォⅠ型式と
呼んでいる（Val'chak  2009, с .56, Табл.2, Рис.43）。
上記３例のほか、ゴルデエフカ Gordeevka ５号墳出
土品と（図 27）（op. cit., Рис.43-）、クリミアのチュ





















30 点ほど発見されている（Hüttel 98, S.7-2, 
Tafel 3-6, Nos.35-64）。ハンガリーから２箇所
6 点、チェコのモラヴィアから  点、デンマークの
ユトランド半島北東端から  点、ドイツで７箇所 8
点、これは  点がベルリンのほかは、バイエルンな
どの南ドイツである。そしてオーストリアが  点、





リーのシャーグヘジ Saghegy（図 3）（Hüttel 98，
No.64）、 ス イ ス の メ ー リ ゲ ン（ 図 32）（op.cit.，
No.42）、そしてイングランドのヘザリー・バーン・














































92NDXA Ⅱ M の年代は、まだ明らかではない。南

































































































































がある。例えば宝鶏茹家荘  号墓（図 40）（盧連成等
　988，図版一七一 -）、竹園溝１号墓（図 4）（同書，
図版六八 -）、洛陽北窯 30 号墓（図 42）（洛陽市文
物工作隊　999，図七九− 3、図版四一− 6）、張家






　 ま た 東 部 ザ バ イ カ リ エ（ 図 44）(Grishin 975, 
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Табл.XXI-8)、モンゴル（図 45 ～ 47）(Volkov  967, 
Рис.5- ～ 3) などで発見される青銅製の鑣も、孔
の数と方向からみれば、この型式の骨角製の鑣との関
係が当然考えられる。さらには、中国遼寧省朝陽十二
台営子  号墓出土の鑣は（図 48）( 朱貴　960, 図版
三 -27, 28)、モンゴル出土の青銅製鑣とよく似ている
し、錦州烏金塘出土の「長条形飾」も（図 49）（錦州





















960 「遼寧朝陽十二台営子青銅短剣墓」『考古学報』  960-，
pp.63-7, 図版 -6
中国社会科学院考古研究所　編著
999  『張家坡西周墓地』（中国田野考古報告集　考古学専刊 
丁種第五七号 ), 中国大百科全書出版社 . 図 247-,2,3，




984 「 殷 墟 西 区 発 現 一 座 車 馬 坑 」『 考 古 』984-6, 
pp.505-509, pl.3
徳州地区文化局文物組、済陽県図書館
985 「 山 東 済 陽 劉 台 子 西 周 墓 地 第 二 次 発 掘 」『 文 物 』
985-2，pp.5-20．
内蒙古自治区文物考古研究所・吉林大学辺疆考古研究中心編著













的新啓示」『考古』976-4, pp.246-258, 228, pl.-4 
北京市文物研究所
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図 1．琉璃河 M105 出土 図 2．琉璃河 M53 出土 図 3.昌平白浮出土
図 4. 天馬曲村 6130 号墓出土
図 5. 天馬曲村 6130 号墓出土 図 6. 洛陽北窯出土 図 7．張家坡 M165 出土 図 8. 張家坡 M284 出土
図 9. 済陽劉台子出土 図 10. 赤峰小黒石溝
  92NDXA Ⅱ M11 出土
図 11. 建平孤山子
    大拉罕溝出土
図 12. 双遼后太平 26 号墓出土




図 18．Elovka 出土 図 19．Bol'shoi Log 出土 図 20．Postnikov 出土




図 26．Chechelievka 出土 図 27．Gordeevka 出土 図 28．Chuyuncha 出土





− 2 − − 3 −
図 40．茹家荘１号墓出土 図 41．竹園溝１号墓出土
図 42．洛陽北窯出土
図 47．アルハンガイ・
   アイマク出土
図 45．オブス・アイマク出土図 44．東ザバイカリエ出土
図 48．十二台営子１号墓出土 図 49．錦州烏金塘出土
図 37．赤峰小黒石溝
  92NDXA Ⅱ M11 出土
図 38．赤峰小黒石溝
  92NDXA Ⅱ M11 出土
図 39．建平孤山子
    大拉罕溝出土
図 34．Torgazhak 出土 図 35．Torgazhak 出土 図 36．Elovka 出土
図 43．張家坡出土
図 46．オブス・アイマク
   出土
